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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の柄部の一方の各先端が上刃および下刃を形成し、一対の柄部の各他端が把持部を
形成し、かつ柄部が交差する支点を中心に把持部の開閉により上刃および下刃が開閉する
ハサミであり、
上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能１～７％の合金で形成され、
上刃および下刃の先端が上向きの反りを有し、ならびに
一方の刃が刃部の形状を変形しながら他方の刃の曲面に擦り合うようにして追随でき、相
手刃部に沿って１点の切断部を形成しながら刃先に移動可能に形成したことを特徴とする
ハサミ。
【請求項２】
　上刃が弾性変形能１～７％の合金で形成される請求項１に記載のハサミ。
【請求項３】
　合金が超弾性合金または形状記憶合金である請求項１または２に記載のハサミ。
【請求項４】
　合金がチタン系合金である請求項１～３のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項５】
　チタン系合金がベータ型チタン合金である請求項４に記載のハサミ。
【請求項６】
　上刃の先端は下刃の上向きの反りに追随して沿うように変形しながら切断を進める請求
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項１～５のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項７】
　反りの曲率半径が１０～１５０ｍｍの範囲である請求項１～６のいずれか１項に記載の
ハサミ。
【請求項８】
　曲率半径が２０～１００ｍｍの範囲である請求項７に記載のハサミ。
【請求項９】
　支点を締め付けるネジ部の頭を大きくして、ハサミの刃部外側と擦り合う面を広く形成
し、その面にそって刃部が動くようにすることにより、常に刃どうしが擦り合う構造を有
する、請求項１～５のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項１０】
　上刃と下刃の曲率を変えた場合に、刃の超弾性を利用して刃を擦り合わせ、対象物の切
断をするときに、ネジが刃の擦り合わせの邪魔にならないよう自由度を持つ緩い締め付け
にした構造を有する、請求項１～５のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項１１】
　脳神経外科手術用、心臓血管外科手術用、形成外科手術用、または耳鼻咽喉科手術用の
ハサミである請求項１～５のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項１２】
　上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能１～７％の合金で形成され、下刃の先端
が上向きの反りを有し、上刃の刃部に溝入れ、
板厚変化、ならびに素材の引張強度、硬度およびヤング率を変更可能とする加工を施すこ
とによって弾性変形性能を制御した上刃を有し、上刃の刃部が下刃の上向きの反りに追随
して沿うように変形しながら切断を進めるハサミ。
【請求項１３】
　反りの曲率半径が１０～１５０ｍｍの範囲である請求項１２に記載のハサミ。
【請求項１４】
　曲率半径が２０～１００ｍｍの範囲である請求項１３に記載のハサミ。
【請求項１５】
　支点を締め付けるネジ部の頭を大きくして、ハサミの刃部外側と擦り合う面を広く形成
し、その面にそって刃部が動くようにすることにより、常に刃どうしが擦り合う構造を有
する、請求項１２～１４のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項１６】
　上刃と下刃の曲率を変えた場合に、刃の超弾性を利用して刃を擦り合わせ、対象物の切
断をするときに、ネジが刃の擦り合わせの邪魔にならないよう自由度を持つ緩い締め付け
にした構造を有する、請求項１２～１５のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項１７】
　脳神経外科手術用、心臓血管外科手術用、形成外科手術用、または耳鼻咽喉科手術用の
ハサミである請求項１２～１６のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項１８】
　一対の柄部の一方の各先端が上刃および下刃を形成し、一対の柄部の各他端が把持部を
形成し、かつ柄部が交差する支点を中心に把持部の開閉により上刃および下刃が開閉する
ハサミであり、
上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能１～７％の合金で形成され、
下刃の先端が上向きの反りを有し、
超弾性合金からなる上刃の先端は丸められているか、または刺さるように尖らせてあり、
ならびに一方の刃が刃部の形状を変形しながら他方の刃の曲面に擦り合うようにして追随
でき、相手刃部に沿って１点の切断部を形成しながら刃先に移動可能に形成したことを特
徴とするハサミ。
【請求項１９】
　上刃が弾性変形能１～７％の合金で形成される請求項１８に記載のハサミ。
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【請求項２０】
　合金が超弾性合金または形状記憶合金である請求項１８または１９に記載のハサミ。
【請求項２１】
　合金がチタン系合金である請求項１８～２０のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項２２】
　チタン系合金がベータ型チタン合金である請求項２１に記載のハサミ。
【請求項２３】
　上刃の先端は下刃の上向きの反りに追随して沿うように変形しながら切断を進める請求
項１８～２２のいずれか１項に記載のハサミ。
【請求項２４】
　反りの曲率半径が１０～１５０ｍｍの範囲である請求項１８～２３のいずれか１項に記
載のハサミ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハサミ、特に医療用ハサミ、とりわけ脳神経外科手術等に好適なハサミに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ハサミは、通常２枚の刃物を回転可能な軸を通し、刃部を擦り合わせ、対象物を刃の間
に置き、刃を閉じることにより対象物を切断するものである。刃元から刃先まで1点が確
実に擦り合う構造をつくりあげ、擦り合う部分で間に挟んだものを切断可能としている。
大きなものも小さなものも、この仕組みは変わらない。「擦り合わせ」とは、刃を研ぐ時
に目的の曲率を持つように砥石で研削して、相手側の刃部と一定の力で、「滑らかに」擦
り合う点が先端に進むよう寸法を決めて行く作業を行うことである。２枚の刃部の作り方
から、まったく同じ部品を作る事が困難なため、この擦り合わせ作業は必須のものとされ
てきた。この擦り合わせ作業がハサミの切味に直接影響を与える。紙切りハサミなど一般
用途のハサミは機械加工により製作されるが、高品質のハサミ、例えば医療用のハサミは
手作業により製作されることが多い。このようなハサミは製造者の腕前により切味や耐久
性が創出されている。このため「擦り合わせ」には経験と勘が必要とされてきた。
【０００３】
　理美容ハサミは刃部長さが５０ｍｍ～１５０ｍｍ程であって、砥石も３００ｍｍほどの
円盤状のものが使用される。擦り合わせ作業は、両手が使えるために力も入れやすく、比
較的容易な作業といえる。一方、医療用のハサミは刃部長さが１０～３０ｍｍほどしかな
いものもあり、更に小さなものでは刃部長さ２ｍｍという特殊なものもある。したがって
、製作は職人の腕前頼りとなっているのが現状である。
【０００４】
　従来、ハサミは左右2枚の刃を同じ材質で作製することが多く、曲がり、捻じりを作っ
たときに擦り合わせで調整し、通常は新品時に最高の性能が出るように作られている。使
用するにしたがって、両刃合わせの曲がり、捻じりに狂いが生じたり、刃が擦り減るなど
の異常が生じるので、それを極力抑えるように、熱処理や塑性変形で形を維持させようと
していた。
【０００５】
　また、医療用ハサミを含む、従来のハサミにおいては、支点、力点および作用点は、ネ
ジ、触点および刃部に相当し、わずかな反りを持つ刃部をネジで回転可能に保持し、刃部
が切断時に受ける抵抗（切断しはじめると刃を開こうとする抵抗）を、刃部のネジの反対
側の内面側で２枚の板の擦りあう部分である触点で受け止め、刃部の動きを制限し、切断
を可能としている。触点は、物体の切断時から面圧を受け始め、切断が刃の先端に進むに
従い、圧力は大きくなるが、触点のあたる面積も増加する。
【０００６】
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　図８～図１３は従来のハサミの構造を示す。一対の柄部の一方の各先端が上刃および下
刃を形成し、一対の柄部の各他端が把持部を形成し、かつ柄部が交差する支点を中心に把
持部の開閉により上刃および下刃が開閉する構造である。上刃、下刃とも同じ材質の鋼で
作られるのが一般的である。図８は刃先が上に反っている（湾曲）従来の医療用ハサミの
１例である。図中、１１は上刃、１２は下刃、３は支点（軸、要とも言う）、４１および
４２は柄部、５１および５２は把持部であり、一対の柄部４１および４２は、支点３で交
差している。
【０００７】
　図９は、一般的なハサミの各部の名称を示す。斜視図（ａ）において、上刃は１１、下
刃は１２、支点は３、柄部は４１，４２、指穴４３である。さらに、切り刃１４、刃元１
５、刃先１６、峰１７、触点１８がハサミを構成する主要な要素である。（ｂ）は支点周
りの部分図であり、１９は支点穴である。
【０００８】
　図１０は、刃が閉じたときの一般のハサミの模式図であって、横面図を示す。一般のハ
サミは閉じた状態では上刃、下刃の２枚の切り刃の間には厳密には空隙があるのが一般的
である。
【０００９】
　図１１は、同じハサミにおいて、刃が開いた状態の模式図であり、横面図を示す。開い
た状態では、厳密には刃先は横面図に示すように交差するのが一般的である。
【００１０】
　図１２は、一方の刃（１１または１２）の外面側（ａ）と内面側（ｂ）を模式的に示し
ている。刃の外面側には峰が形成されている。内面側は、支点穴１９の柄側近傍には触点
１８が形成されている。切り刃は刃部の外側の面と、内側の面が交差する場所に形成され
、相手側刃部の切り刃と接する箇所で、対象物を切断可能な鋭さを持つ。
支点３でネジ止めまたはかしめにより刃１１，１２が回転自在に固定される。そのため刃
１１，１２には支点穴１９が設けられる。
【００１１】
　図１３は、刃先が上向きに反った医療用などに用いられているハサミの模式図である。
（ａ）は斜視図、（ｂ）は横面図、（ｃ）は平面図を示す。両方の刃の刃先が上向きに反
っているが、構造は基本的には通常の平たい刃部を有するものと同じである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、上記の課題を解決し、擦り合う材料を選定し、その超弾性を利用して、刃部
が相手刃部に擦り合うように刃の形状が変形し追随でき、相手刃部に沿って切断し得るハ
サミを提供することを目的とする。さらに本発明は、もう１つの好適な態様において、職
人の手作りを低減する目的を持ち、刃部材料を旧来のものと大きく変更し、素材の持つ性
能を利用しようとしている。すなわち素材が切断に必要な硬度・鋭さを保持し、使用に際
しては相手部材の切り刃がもつ曲面に沿って弾性変形可能な素材を選択し、最低限のハサ
ミとしての仕上げを行い、刃部が上方に反りを持つ場合でも切断可能なハサミを提供する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は上記の問題を解決するために、以下の発明を提供するものである。
（１）一対の柄部の一方の各先端が上刃および下刃を形成し、一対の柄部の各他端が把持
部を形成し、かつ柄部が交差する支点を中心に把持部の開閉により上刃および下刃が開閉
するハサミであり、
上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能１～７％の合金で形成され、
上刃および下刃の先端が上向きの反りを有し、ならびに
一方の刃が刃部の形状を変形しながら他方の刃の曲面に擦り合うようにして追随でき、相
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手刃部に沿って１点の切断部を形成しながら刃先に移動可能に形成したことを特徴とする
ハサミ。
（２）上刃が弾性変形能１～７％の合金で形成される上記（１）に記載のハサミ。
（３）合金が超弾性合金または形状記憶合金である上記（１）または（２）に記載のハサ
ミ。
（４）合金がチタン系合金である上記（１）～（３）のいずれかに記載のハサミ。
（５）チタン系合金がベータ型チタン合金である上記（４）に記載のハサミ。
（６）上刃の先端は下刃の上向きの反りに追随して沿うように変形しながら切断を進める
上記（１）～（５）のいずれかに記載のハサミ。
（７）反りの曲率半径が１０～１５０ｍｍの範囲である上記（１）～（６）のいずれかに
記載のハサミ。
（８）曲率半径が２０～１００ｍｍの範囲である上記（７）に記載のハサミ。
（９）支点を締め付けるネジ部の頭を大きくして、ハサミの刃部外側と擦り合う面を広く
形成し、その面にそって刃部が動くようにすることにより、常に刃どうしが擦り合う構造
を有する、上記（１）～（５）のいずれかに記載のハサミ。
（１０）上刃と下刃の曲率を変えた場合に、刃の超弾性を利用して刃を擦り合わせ、対象
物の切断をするときに、ネジが刃の擦り合わせの邪魔にならないよう自由度を持つ緩い締
め付けにした構造を有する、上記（１）～（５）のいずれかに記載のハサミ。
（１１）脳神経外科手術用、心臓血管外科手術用、形成外科手術用、または耳鼻咽喉科手
術用のハサミである上記（１）～（５）のいずれかに記載のハサミ。
（１２）上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能１～７％の合金で形成され、下刃
の先端が上向きの反りを有し、上刃の刃部に溝入れ、板厚変化、ならびに素材の引張強度
、硬度およびヤング率を変更可能とする加工を施すことによって弾性変形性能を制御した
上刃を有し、上刃の刃部が下刃の上向きの反りに追随して沿うように変形しながら切断を
進めるハサミ。
（１３）反りの曲率半径が１０～１５０ｍｍの範囲である上記（１２）に記載のハサミ。
（１４）曲率半径が２０～１００ｍｍの範囲である上記（１３）に記載のハサミ。
（１５）支点を締め付けるネジ部の頭を大きくして、ハサミの刃部外側と擦り合う面を広
く形成し、その面に沿って刃部が動くようにすることにより、常に刃どうしが擦り合う構
造を有する、上記（１２）～（１４）のいずれかに記載のハサミ。
（１６）上刃と下刃の曲率を変えた場合に、刃の超弾性を利用して刃を擦り合わせ、対象
物の切断をするときに、ネジが刃の擦り合わせの邪魔にならないよう自由度を持つ緩い締
め付けにした構造を有する、上記（１２）～（１５）のいずれかに記載のハサミ。
（１７）脳神経外科手術用、心臓血管外科手術用、形成外科手術用、または耳鼻咽喉科手
術用のハサミである上記（１２）～（１６）のいずれかに記載のハサミ。
（１８）一対の柄部の一方の各先端が上刃および下刃を形成し、一対の柄部の各他端が把
持部を形成し、かつ柄部が交差する支点を中心に把持部の開閉により上刃および下刃が開
閉するハサミであり、
上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能１～７％の合金で形成され、
下刃の先端が上向きの反りを有し、
超弾性合金からなる上刃の先端は丸められているか、または刺さるように尖らせてあり、
ならびに一方の刃が刃部の形状を変形しながら他方の刃の曲面に擦り合うようにして追随
でき、相手刃部に沿って１点の切断部を形成しながら刃先に移動可能に形成したことを特
徴とするハサミ。
（１９）上刃が弾性変形能１～７％の合金で形成される上記（１８）に記載のハサミ。
（２０）合金が超弾性合金または形状記憶合金である上記（１８）または（１９）に記載
のハサミ。
（２１）合金がチタン系合金である上記（１８）～（２０）のいずれかに記載のハサミ。
（２２）チタン系合金がベータ型チタン合金である上記（２１）に記載のハサミ。
（２３）上刃の先端は下刃の上向きの反りに追随して沿うように変形しながら切断を進め
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る上記（１８）～（２２）のいずれかに記載のハサミ。
（２４）反りの曲率半径が１０～１５０ｍｍの範囲である上記（１８）～（２３）のいず
れかに記載のハサミ。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、擦り合う刃部の材料を選定し、その超弾性を利用して、切り刃部が他
方の切り刃部の曲面に擦り合うように刃の形状が変形し追随でき、相手刃部に沿って「１
点の切断部を確実に作りながら刃先に移動可能」な刃部をもつハサミを提供し得る。本発
明によれば、擦り合わせ作業を大幅に軽減する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の１実施例である下刃部に刃物鋼を使い、上刃に超弾性合金の平板の刃部
を持つ組合せであるハサミの図。
【図２】超弾性合金と一般的な鋼材の弾性変形能（歪）／応力の特性を概略的に示す図。
【図３】超弾性合金の代表的な変形能(歪)/応力と擬弾性変形能を含め７％まで超弾性能
を示す超弾性合金の変形能（歪）/応力　の特性を概略的に示す図。
【図４】本発明の1実施態様を示す図。
【図５】刃部の弾性変形性能を高めるために刃部に溝を付加する加工形態の本発明の1実
施態様を示す図。
【図６】刃部の弾性変形性能を向上させるために刃部の長手方向厚みを段階的に変える加
工形態の１実施態様を示す図。
【図７】下刃と上刃の双方を超弾性合金で作成し、組み合わせたハサミの開閉の状態を示
す摸式図。
【図８】従来の医療用ハサミの１例を示す図。
【図９】ハサミの各部の名称を示す図。
【図１０】従来のハサミの閉じた状態を示す横面図。
【図１１】従来のハサミの開いた状態を示す横面図。
【図１２】従来のハサミの刃部の拡大図。
【図１３】従来の医療用ハサミの１例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明のハサミは、一対の柄部の一方の各先端が上刃および下刃を形成し、一対の柄部
の各他端が把持部を形成し、かつ柄部が交差する支点を中心に把持部の開閉により上刃お
よび下刃が開閉するハサミであり、上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能０．２
％以上の合金で形成される。
【００１７】
　本発明のハサミは、理美容用、医療用に好適に使用され、とりわけ外科手術、特に脳神
経外科手術、心臓血管外科手術、形成外科手術、耳鼻咽喉科手術等における組織の切断等
の医療用途に好適に使用される。
【００１８】
　本発明のハサミは、上刃および下刃の少なくとも一方は弾性変形能０．２％以上の合金
で形成されるが、好適には少なくとも上刃が弾性変形能０．２％以上の合金で形成される
。切断用ハサミの一方の刃は、従来の刃物用鋼材を使用することができる。刃物用鋼材は
、ステンレス系刃物鋼やニッケル（Ｎｉ)・クロム（Ｃｒ)・鉄（Ｆｅ)を主成分とし、炭
素（C)を含み、熱処理を行うことで硬さを出す特徴を持つ。刃物を作るため、硬度と靭性
の両立を図っている。刃先を研磨によりＲ１μｍ以下まで尖らせることができ、切断目的
に合致し、刃の硬度と鋭さ、折れにくい靭性を併せ持っている。一部のハサミではＪＩＳ
で分類すると耐熱鋼に属するニッケル（Ｎｉ）多量含有の材料を使用する例が有る。目的
は硬度より折れにくさ（靱性）を重視し、刃部の破損しにくさを求めている。特に脳神経
外科手術で使用するものにみられる。
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　本発明の１態様において、上刃は弾性変形能０．２％以上の合金で形成し、一方におい
て下刃は引張強さ５００N/ｍｍ２以上、硬度Hｖ２４０以上の高強度チタン合金のような
、変形しにくい材料で形成することにより、下刃の変形が少なく、下刃に上刃が押し付け
られる力を受けて強い圧力で刃の接点が作られる。下刃と上刃が同じような強度や弾性を
持つ場合に比較すれば、下刃側に被切断部を合わせておけば、その場所が切断されるため
、使用者が切断場所を確認し、その狙った場所を切断することが容易になる。
　このような高強度チタン合金としては、好適にはＴｉ－４Ａｌ－２３Ｖ（ＪＩＳ８０種
）等のβ型チタン合金、Ｔｉ－６Ａｌ－４Ｖ（ＪＩＳ６０種）、Ｔｉ－3Ａｌ－2.5Ｖ（Ｊ
ＩＳ６１種）等のα＋β型チタン合金、およびＴｉ－５Ａｌ－２.５Sn等のα型チタン合
金が挙げられる。
　また、本発明の１態様において、本発明のハサミは、上刃及び下刃の少なくとも一方は
形状記憶合金で形成されるのが好適である。Ｔｉ－Ｎｉ系形状記憶合金やＴｉ－３６Ｎｂ
－２Ｔａ－３Ｚｒ－O（ｍｏｌ％）に代表されるチタン合金が好適であり、この場合には
硬さ・折れにくさ（割れにくい）の両立した材料がよい。
【００１９】
　本発明で使用する合金は弾性変形能１～７％の合金であるのが好適であり、さらに好適
には合金は弾性変形能２～７％である。このような合金は、超弾性をもつチタン系合金で
あり、Ｔｉ－Ｎｂ系、Ｔｉ－Ｍｏ系、Ｔｉ－Ｔａ系、Ｔｉ－Ｃｒ系合金等超弾性を発現す
るベータ型チタン合金である。さらには　Ｔｉ３＋（Ｎｂ，Ｔａ，Ｖ）＋（Ｚｒ，Ｈｆ）
＋O（ｍｏｌ％）]と表示される合金であり、体心立方構造をもつベータ型チタン合金も使
用され、[Ｔｉ－２３Ｎｂ－２Ｚｒ－０．７Ｔａ－O（ｍｏｌ％）]の組成をもつものや、[
Ｔｉ－１２Ｔａ－９Ｎｂ－３Ｖ－６Ｚｒ－O（ｍｏｌ％）]、[Ｔｉ－３６Ｎｂ－２Ｔａ－
３Ｚｒ－O（ｍｏｌ％）]の組成を持つものなどが挙げられる。超弾性合金においては、弾
性域を超えない範囲で変形ひずみを加えて大きく変形しても、外部応力を除くと変形ひず
みが消えて元の形状に戻るが、Ｔｉ－Ｎｂ系、Ｔｉ－Ｍｏ系、Ｔｉ－Ｔａ系、Ｔｉ－Ｃｒ
系合金等超弾性を発現するベータ型チタン合金では弾性限を大きく超える数％～７％程度
の変形ひずみを加えても結晶構造の変化による擬弾性変形により元に戻るものがある。一
方、形状記憶合金においては、変態温度以下で弾性域を超えて変形ひずみを加えると変形
するが、変態温度以上に加熱すると変形ひずみが消えて元の形状にもどる。形状記憶合金
には常温では超弾性を示さないものがある。
【００２０】
　さらに、Ｔｉ－Ｎｉ合金系も好適に使用され得る。形状記憶合金は、変態点以上の温度
では、変形を受けてもすぐさま元の形状を回復する性質を持ち、この変形範囲は、鋼など
を使う通常のばね等に比べてはるかに広い。この合金は、チタンとニッケルの合金が一般
的であるが、Ｔｉ－３６Ｎｂ－２Ｔａ－３Ｚｒ－O（ｍｏｌ％）のベータ型チタン合金も
形状記憶能を持つ。組成を変更することで任意の温度以上になった場合に、あらかじめ設
定した形状に変形する性質（マルテンサイト変態）を発現する。
【００２１】
　本発明のハサミにおいては、支点に用いられるネジ部、柄部および/または把持部を、
刃部と同様な超弾性合金、形状記憶合金等を用いて作製することにより、非磁性材料が要
請される場所での使用に適したハサミを提供し得る。
【００２２】
　本発明のハサミは、上刃および下刃の先端が上向きの反りを有するように構成し得る。
特に細かな部分を切断するとき、先端を見やすくする必要があるときにおいて使用される
のに好適であり、使用者が刃先の周囲の状態を見ながら切断を行う場合に使用される。特
に脳神経外科手術や心臓血管外科手術においては、上方より顕微鏡が術部を拡大し、執刀
医はその情報を見ながら手術を行い、ハサミで切断をしている。この場合に使用するハサ
ミは「刃部長さは１０～３０ｍｍ程度」「術部が見えるように（顕微鏡の視野の邪魔にな
らないように）刃部が反っている（湾曲している）」「先端は刺さらないよう丸めてある
、または刺し込んで切断を始めるために刺さるように尖らせている」「切れ味は鋭い」な
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どの要素が求められている。湾曲の程度を半径Ｒ表示で示すと、Ｒ１０ｍｍ～１５０ｍｍ
であって、望ましくはＲ２０ｍｍ～１００ｍｍの範囲で湾曲している。顕微鏡下で１５～
３０ｍｍの長さの刃部を観察するとハサミが画像（モニター画像）内の１/３～半分程度
に見えることがあるために幅が狭いハサミが好まれる。執刀医及び手術者が同じ画像を見
ているため、ハサミの先端・切断部位だけが視野に入る構造が望まれている。下刃の先端
が上向きの反りを有し、かつ超弾性合金からなる上刃の先端は丸められているか、または
刺さるように尖らせてある構成とすることができる。この場合、上刃の刃部は下刃の上向
きの反りに追随して沿うように変形しながら切断を進めることができる。
【００２３】
　支点を締め付けるネジ部をハサミの刃部外側と擦り合う面を広く形成し、その面に沿っ
て刃部が動くようにすることにより、常に刃どうしが擦り合う構造とし得る。
【００２４】
　また、上刃と下刃の曲率を変えた場合に、刃の超弾性を利用して切り刃を擦り合わせ、
対象物の切断をするときに、ネジが刃の擦り合わせの邪魔にならないよう自由度を持つ緩
い締め付けにした構造として、常に刃どうしが擦り合う構造とし得る。
【００２５】
　一方の刃部に必要な形状を記憶させておくか、曲げ形状を与えておけば、相手刃部は平
らでなくてもよい。たとえば、形状記憶合金を必要に応じて変態温度以下で変形させ、そ
の形を記憶させて擦り合うように使用することができる。この場合は、上刃に形状記憶合
金を採用し、曲率Ｒ１形状を記憶させておき、下刃には上刃より小さな曲率に曲げをつけ
た超弾性合金を使ったハサミでは上刃で切断部分を特定し、下刃がそこを切断するように
なる。使用者が切断部位を観察している極近傍を切断することができる。
【００２６】
　従来のハサミに求められていた「２枚の刃の擦り合わせを厳密に作っておき、必ず２枚
の刃が擦り合う構造を作っておく」でなくても、本発明のハサミはネジを中心に回転する
ことで刃部が相手側の刃部におのずと寄り沿う様に変形をするため、従来のハサミのよう
に刃部と一体になった精度の高い部品を、触点を含め擦り合わせて作る必要がない。本発
明のハサミにおいて触点は単にあたり面となる。
【００２７】
　本発明の１態様によれば、超弾性合金製のしなやかな刃が刃物鋼製のＲを持った刃線に
、沿うように変形しながら切断を進めていく。超弾性合金は薄い場合には、変形をしやす
く、曲率Ｒ２０ｍｍであっても長さ３０ｍｍの刃部長さの中で、必要な部分が変形し、曲
がることが可能である。また、高い引張強度を持つため、簡単に折れない（割れない）。
超弾性合金の中で、 Ｔｉ－２３Ｎｂ－２Ｚｒ－０．７Ｔａ－Ｏ（ｍｏｌ％）や、Ｔｉ－
１２Ｔａ－９Ｎｂ－３Ｖ－６Ｚｒ－Ｏ（ｍｏｌ％）、Ｔｉ－３６Ｎｂ－２Ｔａ－３Ｚｒ－
Ｏ（ｍｏｌ％）の内、前者の硬度はビッカース硬度Ｈｖ２４０以上であり、鉄-クロム系
刃物鋼硬度がＨｖ５５０～６３０程度に比較すれば低い。しかし、ＳＵＳ３０１－ＣＳＰ
－Ｈの硬度Ｈｖ３００～４５０などと比較して少し硬度が低い程度である。鉄系バネ鋼　
ＳＫ５調質後硬度ＨＲＣ５９（Ｈｖ換算６７５）や実際に刃物鋼として販売されている硬
度ＨＲＣ５８～６２（Ｈｖ６５０～７５０）のものがあるが、このような材料で所要のＲ
（Ｒ２０～１００ｍｍ）を作るには、熱処理前に研削や切削で粗寸法をつくって、その後
に調質（焼き入れ・焼き戻し）を行い、研磨により目的の曲率Ｒ（ｍｍ）を仕上げて作り
だす必要がある。調質後にＲ２０～１００ｍｍで曲げることは不可能である。その理由は
変形応力に対し靱性が小さいため折れてしまうことであり、刃物先端の鋭い切れ刃部分が
破損してしまう（横変形応力（曲げ）に対して材料の伸び能力（変形能）が小さい場合に
破断する。一般に刃物鋼など高硬度の材料は変形能が小さい）。
超弾性合金のうち、Ｔｉ３（Ｎｂ，Ｚｒ，Ｖ）＋（Ｔａ，Ｈｆ）＋Oで示されるものは特
に優れた靱性と硬度を併せ持ち、１８０度曲げても折れることもない。更に数％～７％の
弾性変形能を示すＴｉ系合金としてＴｉ－Ｎｂ系、Ｔｉ－Ｍｏ系、Ｔｉ－Ｔａ系、Ｔｉ－
Ｃｒ系合金があり、ハサミの目的に合った折れない材料を選択使用すればよい。脳神経外
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科手術においてハサミの破損残骸が手術部に残ることは極めて危険なことであって、決し
て手術部でハサミの損傷が起きないようにする必要がある。
【００２８】
　ハサミ刃部に硬度の高いコーティングを施す場合、特にＣＶＤでの成膜時において、Ｔ
ｉ合金はＴｉ、Ｓｉ、Ｃｒなどの中間層を入れずにコーティングが可能であり、密着性が
良い。
【００２９】
　理美容ハサミでは刃部内面側に細分化したダイヤモンド状炭素膜をコーティングしたも
のが提供されており、この低摩擦係数を持つ硬質膜の効果で切り刃の摩耗を少なくして切
味が長持ちするという報告が有る。本発明においても、上刃、下刃に細分化したダイヤモ
ンド状炭素膜をコーティングすることにより、両刃間の摩擦を低減し、切断時の抵抗を低
減することができる。また、刃の耐摩耗性を向上し、長寿命とすることができる。
【００３０】
　本発明のハサミでも切断時の抵抗はネジを介し、触点部分に圧力をかけ始めるが、触点
が摩耗しても、刃部の方より相手刃部に寄っていくように弾性変形するため、触点部分の
摩耗変形を超えて、相手刃部に沿って切断を可能とすることができ、ネジの調整で使える
ようになる。
【００３１】
　本発明の１態様において、ハサミは、下刃の先端が上向きの反りを有し、上刃の刃部に
溝入れ、板厚変化、ならびに素材の引張強度・硬度・ヤング率を制御する加工を施すこと
によって弾性変形性能（曲がり易さ）を高めた上刃を有し、上刃の刃部が下刃の上向き反
りに追随して沿うように変形しながら切断を進めるように構成される。上刃の切り刃以外
の刃部に溝を入れる目的は、溝部が周囲の材料厚さに対し相対的に薄くなり、その溝部分
で変形しやすくなることを利用し、「曲がりのコントロール」と「曲がる位置を限定出来
る」という利点がある。その溝は単独または複数で良く、方向や溝幅、深さ、長さは任意
に決定できる。溝の形もＵ字型、Ｖ型、角型、Ｒ型、タコ壺型、これらの複合型等から選
択・組合せが出来る。これによって、切断に最適な刃部の強度と、刃部の相手に沿って弾
性変形していく能力を精度よく作ることが可能となる。この溝は刃部の外面でも擦り合う
面のどちらに設けても良い。また、加工は部分的でも全面的にでも行うことができる。
【００３２】
　溝の入れ方はレーザー加工、切削、研削、塑性加工、エッチング、EB（電子線）加工な
どの電子を使用する方法、フォトリソグラフィ＋エッチング加工、等を採用できる。
【００３３】
　また、板厚の変化は、従来のハサミに使用されている板厚の変化（刃元から刃先に向か
って一様に薄くなる変化）とは異なり、設計者が曲がりや反りを指定する場所で弾性変形
をしやすくする板厚の変化であり、板厚の変化をするためには冷間加工で展伸加工を行う
ことや、切削・研削加工で削り取る加工が採用できる。硬度、ヤング率を変化させる方法
としては、冷間展伸加工をするか、冷間鍛造を行うか、加熱急冷を行うか、加熱放冷を行
うか、焼鈍加工を行うか、の方法の１種類または複数の組合せ加工を行うなどで目的に合
った素材の引張強度・硬度・ヤング率の変更が行える。
【００３４】
　以下、本発明のハサミの構造について、図面とともに本発明の実施態様についてさらに
詳細に説明する。図１は、本発明のハサミの構造、特徴を分かり易く説明するために主要
部を模式的に示した図である。図１において、上刃１１は、超弾性合金で形成され、たと
えば、Ｔｉ３（Ｎｂ，Ｔａ，Ｖ）＋（Ｚｒ，Ｈｆ）＋O　と表示される合金で形成された
例を示す。下刃１２は、ステンレス系刃物鋼で形成されている。さらにもう１つの態様に
おいては、下刃１２も超弾性合金または形状記憶合金で形成される。
【００３５】
　下刃にＴｉ－Ｎｉ系形状記憶合金または　Ｔｉ－３６Ｎｂ－２Ｔａ－３Ｚｒ－O（ｍｏ
ｌ％）で示される形状記憶合金を使った場合も同様の状態である。この場合の下刃のＴｉ
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－Ｎｉ系形状記憶合金またはＴｉ－３６Ｎｂ－２Ｔａ－３Ｚｒ－O（ｍｏｌ％）形状記憶
合金は上刃に対し相対的に高硬度を持ち、弾性変形能も小さくしておく。これらの形状記
憶合金は刃物鋼に対し割れにくい材料であるため、割れては困る場所での使用に適する。
【００３６】
　本発明の図１に示す態様において、下刃１２の先端（刃先）１６は、上向きの反りを有
することにより、特に細かな部分を切断するとき、使用者が刃先の周囲の状態を見ながら
切断を行う場合に使用される。特に脳神経外科手術においては、上方より顕微鏡が術部を
拡大し、執刀医はその情報をみながら手術を行うのに好適である。先端は術部に刺さって
はいけない場合には刺さらないように丸めてあるのが好適であり、逆に術部に刺す場合に
は尖らせておくのが好適であり、反りの曲りの程度を半径Ｒ表示で示すと、Ｒ２０ｍｍ～
１００ｍｍの範囲で湾曲しているのが好適である。図１において、(a)は、斜視図である
。（b）は刃が開いた状態の横面を示す図である。（ｃ）は、刃が閉じた状態の横面を示
す図である。下刃１２は先端が上向きに反っている。上刃１１は平刃で、刃を閉じるに従
いその大きな弾性変形能により下刃１２に沿って、切り刃１４のある一点で互いに接し、
その接する点が刃の閉じる作動に従い、刃先１６に向かって移動し、その接する点で対象
物を切断する。
【００３７】
　支点３は、締め付けるネジのハサミの刃部外側と擦り合う面を広く形成し、その面に沿
って刃部が動くようにすることにより、常に刃どうしが擦り合う構造とするのが好適であ
る。
【００３８】
　図２は、超弾性合金と一般的な鋼材の変形能（歪）／応力の特性を概略的に示す図であ
り、超弾性合金の変形能対応力の概略的な特性を一般の鋼の変形能対応力の概略的な特性
と対比して示している。（a）は、鉄鋼系ハサミ鋼の弾性変形能（＜０．２）(ｂ)は、Ｔ
ｉ３（Ｎｂ，Ｔａ，Ｖ）＋（Ｚｒ，Ｈｆ）＋Oを代表とする超弾性合金の２．５％まで非
線形弾性変形能を示す。超弾性合金の弾性変形能は一般の鋼と比べて極めて大きいことが
示される。
【００３９】
　図３は、Ｔｉ３（Ｎｂ，Ｔａ，Ｖ）＋（Ｚｒ，Ｈｆ）＋O（ｍｏｌ％）で表される超弾
性合金の代表的な変形能(歪)/応力（ｂ）とＴｉ－Ｎｂ系、Ｔｉ－Ｍｏ系、Ｔｉ－Ｔａ系
、Ｔｉ－Ｃｒ系合金のうち、擬弾性変形を含め７％まで超弾性能を示す超弾性合金の変形
能（歪）/応力（ｃ）の特性を概略的に示す図である。弾性変形能２．５％の合金のＴｉ

３（Ｎｂ，Ｔａ，Ｖ）＋（Ｚｒ，Ｈｆ）＋Oを例とした材料と、Ｔｉ－Ｎｂ系、Ｔｉ－Ｍ
ｏ系、Ｔｉ－Ｔａ系、Ｔｉ－Ｃｒ系合金の中で擬弾性変形を示す弾性変形能７％の材料の
弾性変形能/応力の図を比較して示している。いずれも弾性域は非線形弾性を示す特徴を
持つ。
【００４０】
　前記の図１は、本発明のハサミの１態様を示し、下刃は一般的な刃物鋼を使用し、他方
の上刃を超弾性合金で作成したケースである。特に下刃の先端が上向きに湾曲しており（
刃部が凹状に加工されている）、上刃を平板の構成とする時に最大の特徴を発揮する。つ
まり対象物を切断するためにハサミの両刃を閉じると、変形能の大きな上刃が剛な下刃の
上向きの反りに追随して沿うように変形しながら移動して対象物を切断することができる
。
【００４１】
　図４はこのような作動を模した斜視図（a）、横面図(b)および（ｄ）、平面図（ｃ）お
よび（ｅ）を示す。(b)は両刃が開いた状態の横面図、（ｃ）は両刃が開いた状態の平面
図を示す。（ｄ）は両刃が閉じた状態の横面図であり、（e）は両刃が閉じた状態の平面
図を示す。図１におけると同様に、図３においても、刃の作動を述べると、上刃（１１）
、下刃１２が閉まっていくに従い上刃１１が下刃１２に沿って変形をしながら切断を進め
て行く。
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【００４２】
　本発明の他の実施態様として、刃に付加的な加工を施して刃の「変形のしやすさ」を高
めることができる。例えば、前述した弾性変形能０．２％の素材を刃に適用した上で、付
加加工により「変形のしやすさ」をより大幅に高めるなどの例が考えられる。
【００４３】
　図５において、(a)は、上刃１１の切り刃１４以外の部分に溝２０を入れる例を示す。
溝入れの方法は、レーザー加工・切削・研削・塑性加工・エッチング・EB加工などの電子
を使用する方法、フォトリソグラフィ＋エッチング加工から選択又はこれらの組み合わせ
から採用できる。（ｂ）は刃を曲げた状態を模式的に示し、曲げは内面側、外面側のどち
らに曲げてもよい。 (c)は溝の断面形状の例を示す。溝形状はＵ型、Ｖ型、Ｒ型、タコ壺
型、角型及びこれらの組合せ等を採用できる。溝幅、深さ、位置、方向、本数、長さ、溝
が平行か非平行に彫られるか、または交差するかなどの条件は曲がり易さや溝の効果から
選択又は組合せから採用できる。(c)の溝は刃部の外側面または擦り合う内側面のいずれ
かまたは両側に設けることができる。これら（a）～（c）の加工は図には示していないが
、上刃、下刃のどちらの切り刃以外の刃部に設けることができる。
【００４４】
　図６は、上刃の板厚を徐々に変える例を示す。(a)は、は直線的に板厚を変えた例、（
ｂ）は任意の形状で凹状に変えた例を示す。材料の物性値が同じなら板厚に比例して曲が
り方が変わる。この曲がり方の変化を板厚を変化させることにより得ることができる。一
様に板厚を変化させる必要はなく、目的にあった板厚変化を利用することができる。この
加工により目的の強度を持つ切り刃を持つ刃部を作ることができ、的確な切断が可能とな
る。
【００４５】
　図７は、上刃と下刃に超弾性合金を使い、双方に異なる曲率を持たせた刃の組合せの図
であり、(a)はハサミを開いた時の平面図であり、（b）は開いた時の側面図（横面図）、
（c)はハサミを閉じた時の平面図、（d）は閉じた時の側面図（横面図）である。ここで
は、上刃は上方に曲げられ、下刃は延ばされる形に変形する。すなわち、下刃は強く曲が
っていて、上刃が下刃より大きな曲率半径で曲げられたものであり、これを切断に使用し
た場合、下刃は延ばされていく方向の弾性変形をする。上刃は下刃の弾性変形に追随する
形で曲げられる方向に弾性変形をして、下刃に押し付けられながら接点を作る。この接点
は対象物を切る場所であり、全体的に刃元から刃先に接点は移動する。完全に閉状態で切
断は終了する。上下の刃をどの様に変形させるかは、板厚・硬度・曲げ変形性能（溝入れ
などの追加工）から組合せ採用し得る。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明によれば、擦り合う材料を選定し、その超弾性を利用して、刃部が相手刃部に擦
り合うように刃の形状が変形し追随でき、相手刃部に沿って切断し得るハサミ、特に小型
の要求される医療用ハサミ、とりわけ脳神経外科手術に好適に利用可能なハサミを提供し
得る。
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